
６

第
二
項
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
事
業
主
が
、同
号
ホ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー

ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に

対
し
、
八
十
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
事
業
所
に
お
い
て
、
人
事
評
価
制
度
等
に
基
づ
く
最
初
の
賃
金
支
払
日
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に

お
い
て
「
実
施
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
月
の
前
月
の
賃
金
支
払
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
箇
月
を
経
過
す
る

日
の
属
す
る
月
に
人
事
評
価
制
度
等
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額
を
実
施

日
の
属
す
る
月
の
前
月
に
人
事
評
価
制
度
等
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額

で
除
し
て
得
た
割
合
が
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

三

実
施
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備

に
係
る
事
業
所
に
お
け
る
離
職
者
の
数
を
実
施
日
の
翌
日
に
お
け
る
当
該
事
業
所
の
労
働
者
数
で
除
し
て
得

た
割
合
が
、
事
業
所
の
労
働
者
数
に
応
じ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

７

第
二
項
第
一
号
ヘ
に
規
定
す
る
事
業
主
が
、同
号
ヘ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー

ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
雇
用
管
理
改
善
計
画
の
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
、
生
産
性
要
件
及
び
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
要
件
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る

も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対
し
、
八
十
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

８

第
二
項
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
事
業
主
が
、同
号
ト
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー

ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
雇
用
管
理
改
善
計
画
の
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
、
事
業
所
の
労
働
生
産
性
向
上
及
び
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
要
件
と
し
て
職
業
安
定

局
長
が
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

第
二
項
第
一
号
ヘ

の
設
備
投
資
に
要
し
た
費
用
が
二
百
四
十
万
円
以
上
五
千
万
円
未
満
の
場
合

五
十

万
円

二

第
二
項
第
一
号
ヘ

の
設
備
投
資
に
要
し
た
費
用
が
五
千
万
円
以
上
一
億
円
未
満
の
場
合

七
十
五
万
円

三

第
二
項
第
一
号
ヘ

の
設
備
投
資
に
要
し
た
費
用
が
一
億
円
以
上
の
場
合

百
五
十
万
円

９

前
項
に
規
定
す
る
事
業
主
が
、
同
項
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
の

支
給
を
受
け
、
か
つ
、
雇
用
管
理
改
善
計
画
の
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
事
業
所
の
労
働
生
産
性
向
上
及
び
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
要
件
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め

る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

第
二
項
第
一
号
ヘ

の
設
備
投
資
に
要
し
た
費
用
が
二
百
四
十
万
円
以
上
五
千
万
円
未
満
の
場
合

八
十

万
円

二

第
二
項
第
一
号
ヘ

の
設
備
投
資
に
要
し
た
費
用
が
五
千
万
円
以
上
一
億
円
未
満
の
場
合

百
万
円

三

第
二
項
第
一
号
ヘ

の
設
備
投
資
に
要
し
た
費
用
が
一
億
円
以
上
の
場
合

二
百
万
円

10

建
設
分
野
雇
用
管
理
制
度
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
、
建
設
分
野
若
年
者
及
び
女
性
に
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
事

業
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
建
設
分
野
作
業
員
宿
舎
等
設
置
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
建
労
則
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

６

建
設
労
働
者
確
保
育
成
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
九
号
。
以
下
「
建
労
則
」
と
い
う
。）に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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